















それにもかかわらず,日 本社会の宗教的特性を論ずる際 一般的には日本 に
は数多くの宗教が相互に矛盾せずに複合的 ・重層的構造を持 っていると言われ
ている。 これに対 しては多様な議論が展開されてきているが,現在にいたるま
で明確な結論はなされていない。 しか し,今まで論 じてきた議論や問題提起を
まとめるならば,結局のところそのような議論の核となるものは日本の土着信
仰と外来宗教 との対立 ・交渉を通 じて定着されてきた日本宗教の特性は何であ
るかという本質的な問題に他ならない。このような問題意識 に着 目して日本宗
教の本質を究明するために今まで行われてきた伝統的なアプローチは,一方で


























2.伝 統社 会 の構造 と宗 教現象
社会構造 と宗教 との関わり合いを追い求めるにあたって,多 くのアメリカ宗
教学者たちは宗教を社会集団における一機能 もしくは文化現象のもう一っの形













るということができる。 このような社会を鈴木栄太郎は 「自然村」 としてとら
え,それを構成している村民のあいだに独特な規範が作 られていることをあげ
ている2)。したがって,各 々の村はその地理的 ・経済的 ・人口学的な特性など
に即 してそれ自体に固有な性格を持っ ことになり,それこそが他の村 とは区別
される村独自の個性や特殊性をなしてくるのである。ここにおいて村の宗教は

















ばならない3)。社会構造の各 レベルと宗教 との関わり合いを大まかにい うな ら
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視点に立 って論 じているのに対 し,有賀喜左衛門は 「聚落的家連合」5)として




して の 「お祭 り」 と,神 の具象化 された杜 ・社 ・祠 などは,人 びとに共通の出
自を観念せ しめ,集 団 の構成員 としての一体感 やアイデ ンティティをもた ら し
たので ある6)。
〈図1>「 村」社会の構造レベルと宗教
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あり方を貫 くものとして,村 という構造 レベルのほかにも先祖と強 く結 びっい
ている 「家」が挙げられる。
日本人にとって,「家」は村と同様に個人に先立って存在 し,神 々に見守 ら
れる聖なる空間としての共同体であった。家を見守 ってくれる神々は具体的に
は 「ご先祖様」のことであり,先祖の祭祀 という象徴的な儀礼を通 して家や同
族の内部の結束を強めることができた8)。個人にとっては自分の代で家 を絶 や
すことや家名を汚すことは慎むべきこととされ,先祖が 「家」を創始 したか ら








このように,家が本来的に持っている 「祖霊崇拝の宗教性」は古 くか ら日本
の民俗信仰の観念か ら始まったと見ることができる。すなわち,人間は死んだ
のち祖霊を経て神になるという観念があって,そ れが仏教の 「往生の思想」 と
融合をとげ,仏教は家の祖霊崇拝 ・葬式儀礼などを受け持っことによって家の
宗教 として村落社会に定着 し,永続的に関係を確立することができた。特に仏
教 は寺檀関係によって支え られているが,寺 檀関係の特質 は戸別の家を単位と
して成立 し,特定の寺院に一家の法事や葬式などの諸仏事および墓地管理など







しかしながら,累代的に相続され,個 人 レベルでは如何 ともしがたい家の宗
教 も,社会変動に伴 って徐々にではあるが,変容を余儀なくされている。一九
六〇年代に入 って本格化 した高度経済成長 は,日本社会の全般にわたって大き
な社会変動をもたらした。言い換えれば,産業化 ・都市化といった社会変動は
人や物や情報の社会的移動を増大 させ,生活の広域化と地域共同性の衰退を促
















が持っている病 ・貧 ・争などの解決方法と手段を提供 しなかったことや都市化
に伴う多様化 した個々人の要求などにすばや く処置 し切れなかったという点は
日本の伝統宗教が持 っている幾っかの限界点だとも言えよう。 こういった都市
化 に伴 う社会全般に渡 っての大きな変化は,個人の意識のレベルにおいても意




3.日 本 社会 にお ける 「神」 観念
日本人は神と仏とを日常生活のうえで相対立す ることなく混ぜにして使って
いるように見えるので,両 者を峻別 して一義的に定義するのは難 しい。たとえ
ば 「神仏の加護」とか 「神も仏もあるもんか」 という表現に現れているように,
神 と仏が区別されずに同一の次元で扱われている。また同一の人物が神社にも
寺院にも参詣 し,同一の家屋に神棚と仏壇を同時に安置 していることか らも,
神道と仏教は混然と一体化 しているように見える。そうならば,日本入が何 ら
の矛盾を感ずることなく尊重 し,祭っている 「神」 というものはいったい何で
あろうか。そのような 「神」観念を探 し求めることは,重層的 ・複合的な日本
宗教の本質を解明するたあの非常に重要な手がかりになると思われる。
一般的に宗教の窮極の関心は 「聖」とか 「神」といった絶対的な存在への服
従 もしくは帰依することである。 このメカニズムを通 して社会の中心的な宗教






ラには必ず氏神が祭 られているが,こ れ も祖霊である……」12)と言い,す べて
の神々を祖霊 として一元化 しようとする柳田国男の説である。柳田が考えてい
たカミ観念はひとことでいえば,祖先の霊である。それは自覚 しないで民俗 と
して行われている葬制 ・墓制 ・年中行事 ・神社祭祀などが相互に無関係ではな
く,日本人の祖霊信仰 という一っの具体的な表現であるということを言い表 し
ている。柳田によれば,先祖 と子孫は家を媒介にして結びっき,祖霊 としての
カミは子孫たちの守護神 として位置づけられるので,家 の神(=祖 先)こ そ日
本人の神観念の本質を成 し得 る存在であるというわけである。かりに,我 々が
そのような主張を受け入れようとするならば,村 の氏神が祖霊であるという柳
田の主張はどのように成立するのであろうか。すなわち,彼 の主張を立証す る
ためには,少な くとも家の神から村の神へ という展開のプロセスを明 らかにし
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なければならない。 しか し,この点 にっいての明確な合意はいまだ見あたらな
い。にもかかわ らずそのプロセスは次のような考えによってある程度たどるこ
とができる。
先祖は死後,そ の性格が徐々に希薄 となり,抽象化や一般化され,や がて村
を守護する産土社や鎮守の杜の神々と融合,同 一視される。すなわち,厂村 に
豊穣をもたらす神(田 の神や山の神)=先 祖」13)という図式がそれである。 こ
の家の神が一族や同族の合同祭祀の形態を経て,一 家の氏神から地域社会の氏
神へと転換 されるプロセスをたどるのである。つまり我々が日常的に親 しんで




なってしまうという批判が自然 にでて くる。 日本人の神観念についての柳田を
含む何人かの学者の主張に対 して,神 と仏の歴史的な対抗の構図を通 してそれ
ぞれがもっ異なる宗教的機能に着 目している学者 もいる。それは神と仏の関係
たた しず
を 「祟る神」と 「鎮める神」 という対抗関係に関わっているとみる視点である。
「タタリ」 とは,も とよりカミが現れるところ,そ してカ ミが示現す る時,神
的なものが降臨する聖なる空間 と時間のことであると思われた。すなわち神の
立ち現れが 「タタリ」であったが,こ れはやがて次のような重大な意味変化が
生 じたという。「タタリ」はのちに人聞や社会に危害を加える 「祟 り」 を含意
するようになり,神霊や怨霊などが人間の行為をとがあて禍いをもたらす病原
体と観念されるようになったのである15)。仏教の導入と重なる形で発生 した疫
病の流行,天 候の不順,そ して社会の不安が神もしくは仏の 「祟 り」による結
果であるとする観念が打ち出されてきた。ところが,仏教が日本にもたらした


















本宗教のもっ普遍的な性格 ・庶民的受容の根底深 く存する性格は 「神道的原理」
に負 うものであると説明 している19)。日本人の行動のなかには西欧人 の基準か
らは全 く矛盾すると思われる諸要素が矛盾と感 じられずに併存 しており,それ







いるが,神 と仏 とでは幾分気持ちのもちようが違 うように指摘されている。す
なわち,神 に対 してはは 「家内安全のために」というのが圧倒的に多いが,仏
については先祖とオーバーラップしていることも予想 され,答 えが圧倒的に
「先祖供養」に集中している2°)。








あり;それは仏教以前 に家が本質的に必要 としたものを踏まえているか らであ
るという22)。
いまでは,日本伝統社会の典型的な構造として家と村 という共同体を通 して
展開されてきた神道 と仏教 との関わりのなかで日本人が具体的に感 じ取ってい
る神の本質 は何であろうかを考察 してきたが,日本人の生活のなかには 「先祖
の観念」が根強く潜んでおり,それが日本伝統社会の共同体的な生活を維持 さ
せる重要な機能を果たしたきたことは確かであると言えよう。




























の一員として しか存在 しなかったのである。このように,日本人が持 っている
「家」を中心とする結合原理は国家 レベルまで拡大 されて機能することになり,
たとえば親孝行や先祖への思慕 といった家族 レベルの情緒的倫理は目上への忠




その分流)観 念が見いだされ,実 体的な 「民族同祖論」が説かれるにいたった。
日本の家族集団や同族集団そのものが小天皇制といわれるように国家 も一っの
家族集団と見なされ,政治的上位者は家長を含めて一種の象徴的カ リスマと神
聖性を持ち,半神半人性を持っ ことになる。ここか ら神をその延長線上 に見る
神観念が生まれ,神 の人間化 とともに人間の神化という現象もきわめて自由に
矛盾な く行われてきたのである。政治的カリスマと宗教的カリスマとの同一視





ルース ・ベネディク ト(RuthBenedict)は,『菊 と刀』 のなかで日本人の
行動のなかには西欧人の基準か らは全 く矛盾すると思われる主要素が矛盾と感
じられずに併存 していると指摘 したことがある25)。日本人が物事をあいまいの










になったのである。インドの原始仏教 において仏(ホ トケ)と は悟 りを開いた













益 と幸福を保証 しようとする宗教として位置づけられている。最近,若 者たち
のなかではやっている教会での結婚式がある。それは洗礼を受けず,キ リス ト









て,利 益があれば信 じるが,利益がなかったらあくまで も建前に振る舞う。た
とえば,日本人の商人はメキシコと商売するためには洗礼でも受けるが,そ れ
は方便として受けているだけであって,本音は信 じているのではないという実




5.む すび にか えて
本稿では日本宗教の特性を日本社会の構造と文化との関わりのなかで把握 し,
そこにおける個々人が宗教や神にっいてとのように観念 していたかを考察 して





は 「聖」 として表象される超越的存在が具体化されているのに比 して,伝 統社
会における日本宗教は 「聖」 という存在が 「ご先祖様」 という具体化 されない
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